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日
時　

６
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

岩
井
浩
治
氏
（
耳
鼻
咽
喉
科
岩
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

定
員　

80
人

主
催　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会

あ
な
た
も
『
隠
れ
難
聴
!?
』
難
聴
が
ま
ね
く
認
知
症

（
耳
鼻
咽
喉
科
の
立
場
か
ら
）

保
険
で
よ
い
歯
科
大
阪
連
絡
会　

市
民
講
座

日
時　

６
月
11
日
（
日
）
午
後
１
時
半
〜
７
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

大
西
祐
一
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
口
腔
外
科
学
第
二
講

座
准
教
授
）

　
　
　

 

高
橋
一
也
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座

教
授
）

会
費　

５
千
円

定
員　

１
３
０
人

※
遅
刻
・
早
退
さ
れ
る
と
修
了
証
は
発
行
で
き
ま
せ
ん

か
強
診
・
歯
援
診
・
外
来
環
・
歯
初
診
の
施
設
基
準

に
係
る
研
修
会

【
会
員
限
定
】
施
設
基
準
研
修
会

日
時　

６
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

鶴
町
保
氏
（
元
日
本
大
学
歯
学
部
教
授
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

「
根
管
治
療
で
失
敗
す
る
本
当
の
理
由
―
失
敗
・
反

省
し
て
こ
そ
の
根
管
治
療
―
」

６
月
度
生
涯
研
修

日
時　

５
月
28
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
・
21
階

　
　
　

（
大
阪
府
大
阪
市
浪
速
区
湊
町
１
丁
目
２
―
３
）

講
師　

 

斎
藤
一
郎
氏
（
鶴
見
大
学
歯
学
部
前
教
授
、
抗
加
齢

歯
科
医
学
研
究
会
・
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
研
究
会
代
表
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、

　
　
　

会
員
院
所
未
入
会
勤
務
医
１
万
円

定
員　

１
２
０
人

抗
加
齢
（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
）
医
学
の
最
前
線

第
56
回
定
期
総
会　

記
念
講
演

無料相談

法
律　

６
月
５
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

雇
用　

６
月
15
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

税
務　

６
月
21
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

歯
科
医
院
譲
渡

【
住
所
】兵
庫
県
宝
塚
市

【
最
寄
駅
】
阪
急
宝
塚
線

「
逆
瀬
川
」駅
下
車
２
分

【
設
備
等
】チ
ェ
ア
３
台
、デ

ジ
タ
ル
パ
ノ
ラ
マ
１
台
、
オ

ー
ト
ク
レ
ー
ブ
、
多
目
的
ト

イ
レ

【
面
積
】
15
坪

【
金
額
】７
０
０
万
円

【
そ
の
他
】
令
和
４
年
に
改

装
済
み

【
連
絡
先
】
近
藤
歯
科　

℡

06
‐
６
３
９
５
‐
１
５
４
３

関
西
医
科
大
学
看
護
学
部
・
看
護
学
研
究
科　

矢
山　

壮
氏

事
例
か
ら
対
応
方
法
を
考
え
る
③

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
発
生
時
の
対
応

　

こ
れ
ま
で
悪
質
ク
レ
ー

ム
、
身
体
的
暴
力
の
事
例
、

対
応
方
法
を
考
え
て
き
た
。

　

最
後
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
発
生
時
の
対
応

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
あ
っ
た
場
合
、
驚

き
、
怖
く
な
り
、
何
も
言
え

ず
、
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
お
こ

な
い
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

で
は
、
実
際
に
事
例
の
よ

う
に
患
者
が
歯
科
衛
生
士
の

胸
に
頭
を
押
し
つ
け
て
き
た

場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
良
い
か
。
ま
ず
、
行
為

者
に
明
確
な
拒
否
の
意
思
を

伝
え
る
。
ケ
ア
途
中
で
あ
れ

ば
、
ケ
ア
を
中
断
し
、
患
者

か
ら
い
っ
た
ん
離
れ
、「
胸

に
頭
を
押
し
つ
け
る
の
を
や

め
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え

る
。
た
だ
「
や
め
て
く
だ
さ

い
」
と
言
う
だ
け
で
は
行
為

者
に
伝
わ
な
い
。
ま
た
、
よ

く
「
セ
ク
ハ
ラ
は
や
め
て
く

だ
さ
い
」
と
言
う
人
も
い
る

が
、
そ
れ
だ
と
行
為
者
は

「
セ
ク
ハ
ラ
は
し
て
い
な

い
」
と
言
う
た
め
、
具
体
的

な
行
為
、
こ
こ
で
は
胸
に
頭

を
押
し
つ
け
る
行
為
に
つ
い

て
拒
否
の
意
思
を
伝
え
る
。

さ
ら
に
、
事
例
の
よ
う
に
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
受
け
て
も
笑
っ
て
ご
ま
か

す
人
も
い
る
。
笑
っ
て
い
て

は
行
為
者
に
対
し
て
や
め
て

欲
し
い
と
い
う
意
思
は
伝
わ

ら
な
い
た
め
、
速
や
か
に
離

れ
、
拒
否
の
意
思
を
伝
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
「
い
い
胸
し
て
る

な
」
と
言
っ
て
き
た
場
合
も

対
応
方
法
は
同
様
で
あ
る
。

「
身
体
の
話
を
す
る
の
は
や

め
て
く
だ
さ
い
」と
伝
え
る
。

　

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
初
回
で
対
応
し
な
い
と

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
被
害
が

よ
り
深
刻
に
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
ま
た
、
同
僚
が
同
様

の
被
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ

る
。
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る

場
合
に
は
院
長
か
ら
行
為
者

へ
警
告
文
を
含
め
た
注
意
を

す
る
こ
と
や
、
診
療
を
断
る

こ
と
も
あ
る
旨
を
明
文
化
し

て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
は
偶
然
発
生
す
る
も
の

で
は
な
く
、
行
為
者
は
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
物
色
し
、
気
の
弱

そ
う
な
人
を
選
び
、
計
画
的

に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
お
こ
な
う
た
め
、
相

手
を
選
ん
で
い
る
。
自
分
だ

け
の
問
題
と
考
え
ず
に
、
チ

ー
ム
で
毅
然
と
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

参
考
・
引
用
文
献

・
三
木
明
子
・
ガ
マ
ン
し
な
い
、

さ
せ
な
い
！
院
内
暴
力
対
策
「
こ

れ
だ
け
は
」
：
ひ
と
コ
マ
イ
ラ
ス

ト
で
わ
か
る
！
医
療
安
全
学
習
に

そ
の
ま
ま
使
え
る
／
あ
ら
ゆ
る
暴

力
へ
の
対
応
を
掲
載 

現
場
か
ら

17
の
取
り
組
み
例
を
紹
介
・
メ
デ

ィ
カ
出
版
．2017.

予防策予防策
トラブル対応トラブル対応

の

と

患者暴力患者暴力等等

　処置中に、患者が歯科衛生士
の胸に頭を押しつけてきた。歯
科衛生士は驚き、何も言えず、
ただ黙って処置を続けた。処置
後、「いい胸してるな」と言っ
てきたため、笑ってごまかした。

歯科医院での事例

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

　

日
本
学
術
会
議
法
（
抜

粋
）
に
は
、

第
１
条
２
項　

日
本
学
術
会

議
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
所

轄
と
す
る
。

第
３
条　

日
本
学
術
会
議

は
、
独
立
し
て
左
の
職
務
を

行
う
。

第
５
条　

日
本
学
術
会
議

は
、
政
府
に
勧
告
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
７
条
２
項　

会
員
は
、
第

17
条
の
規
定
に
よ
る
推
薦
に

基
づ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
が

任
命
す
る
。

第
17
条　

日
本
学
術
会
議

は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
優
れ
た
研
究
ま
た

は
業
績
が
あ
る
科
学
者
の
う

ち
か
ら
会
員
の
候
補
者
を
選

定
し
、
内
閣
府
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣

に
推
薦
す
る
も
の
と
す
る
。

―
―
と
、

記
載
さ
れ
て
い

る
。
日
本
学
術
会
議
に
つ
い

て
、
吉
田
茂
首
相
は
「（
政

　

発
足
翌
年
の
１
９
５
０
年

と
１
９
６
７
年
に
は
、「
軍

事
目
的
の
研
究
は
行
わ
な

い
」
と
い
う
声
明
を
出
し
、

２
０
１
７
年
に
は
「
軍
事
目

的
の
研
究
は
行
わ
な
い
と
し

た
過
去
の
声
明
も
継
承
す

る
」
と
、
見
解
を
ま
と
め
て

い
る
。
歴
代
会
長
の
中
に
は

政
府
の
科
学
政
策
に
批
判
的

姿
勢
を
示
す
学
者
も
多
く
、

閣
内
・
与
党
内
に
根
強
い
不

満
が
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
声

明
は
、
現
政
府
の
政
策
と
合

致
せ
ず
政
府
が
干
渉
を
強
め

る
一
つ
の
要
因
に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

日
本
学
術
会
議
は
、
科
学

が
戦
争
に
利
用
さ
れ
た
先
の

大
戦
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
１

９
４
９
年
に
設
立
さ
れ
た
。

科
学
に
関
す
る
政
策
提
言
や

国
内
外
の
科
学
者
と
の
連

携
、
世
論
の
啓
発
な
ど
の
役

目
が
あ
る
。
政
府
内
の
組
織

だ
が
独
立
し
て
職
務
を
行
う

特
別
の
機
関
で
あ
る
。

府
か
ら
）
干
渉
を
受
け
る
こ

と
の
な
い
よ
う
高
度
の
自
主

性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と

言
い
、
そ
の
後
の
中
曾
根
康

弘
首
相
も
「（
首
相
に
よ

る
）
会
員
の
任
命
は
形
式
的

任
命
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
て
、
政
府
が
日
本
学
術

会
議
の
人
事
に
介
入
し
よ
う

と
す
る
の
は
安
倍
晋
三
氏
が

政
権
の
座
に
つ
い
て
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
。
人
事
を
通
し

て
思
い
通
り
の
政
策
を
強
引

に
進
め
る
手
法
は
、
忖
度
を

は
び
こ
ら
せ
政
治
倫
理
を
崩

壊
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
。
健

全
な
批
判
は
科
学
の
発
展
に

不
可
欠
だ
。
学
問
の
自
由
は

守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
国

会
で
は
政
府
が
日
本
学
術
会

議
に
介
入
す
る
法
改
正
は
見

送
ら
れ
た
。
世
論
の
声
が
小

さ
く
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
。
主
権
者
は
政
策
の

監
視
・
批
判
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

主
権
者
は
監
視
・

批
判
を

門
奈
丈
石
（
平
野
区
）

上
に
繋
が
る
と
頭
で
理
解
で

き
て
も
、
忙
し
い
臨
床
現
場

で
「
検
証
と
反
省
」
が
必
ず

実
行
・
反
映
さ
れ
て
い
る
と

は
考
え
に
く
い
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
他
歯

科
医
院
で
失
敗
し
た
根
管
治

療
歯
の
典
型
的
症
例
を
提
示

し
て
、「
ど
う
し
て
根
管
治

療
を
失
敗
し
た
の
か
？
」

「
ど
う
す
れ
ば
根
管
治
療
を

成
功
さ
せ
ら
れ
る
か
？
」
な

ど
の
視
点
か
ら
分
析
解
説
す

る
。

　

数
多
く
の
歯
髄
炎
や
根
尖

性
歯
周
炎
に
対
す
る
歯
内
療

法
（
感
染
根
管
治
療
）
を
経

験
す
る
と
、
色
々
な
失
敗
治

療
歯
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
う
し
た
歯
を
詳
細
に

分
析
し
て
み
る
と
、
基
本
原

則
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い

れ
ば
失
敗
が
回
避
で
き
た
症

例
か
ら
、
歯
の
解
剖
学
・
細

菌
学
・
免
疫
学
な
ど
を
複
合

要
因
と
し
た
治
療
技
術
に
起

因
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
歯
内

療
法
の
治
療
困
難
症
例
」
ま

で
、
様
々
な
症
例
に
直
面
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

失
敗
の
原
因
を
個
々
に
解

析
し
て
い
く
こ
と
が
明
日
の

根
管
治
療
の
診
療
能
力
の
向

根
管
治
療
で
失
敗
す
る
本
当
の
理
由

― 

失
敗
・
反
省
し
て
こ
そ
の
根
管
治
療 

―

鶴
町　

保

６
月
生
涯
研
修
講
座　

抄
録

講師略歴
1975年　日本大学歯学部卒業

1980年　 日本大学歯学部大学院（歯科臨

床系）卒業
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1999年　 佐藤賞（日本大学歯学部）

2008年　 歯科保存治療専門医・指導医

2008年　 日本歯科保存学会学術賞受賞

2013年　日本大学歯学部教授

2015年　 Excellent clinical abstract 

presentation 受賞

　　　　 第17回ヨーロッパ歯内療法学

会、バルセロナ

2017年　 Clinical poster oral prize 

presentation 受賞

　　　　 第18回ヨーロッパ歯内療法学

会、ブリュッセル

最終回


